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T O P I C S

　３月23日、津久見市出身の画家、
南壽敏夫さんが、樫の実少年少女合
唱団のミュージカル「どんこ」の演出
を担当した山口豊二さんとともに来庁。
同ミュージカルの背景画として自身
が製作した油絵を寄贈しました。

　４月２日、津久見市のサル追い払
い犬訓練に携わった吉田壽男さん（吉
田警察犬訓練所 所長）が市へ訓練委
託料相当の７万円を寄附。「鳥獣害対
策に役立ててほしい」と話しました。

　３月25日、農作物の鳥獣害被害へ
の対策として訓練してきたサル追い
払い犬の認定式が行われました。認
定を受けた５頭は、市内の農作物を
守るために精力的に活動していきます。

　九州芸術祭文学賞で最優秀賞を受
賞した近藤勲公さんの作品「黒い顔」は、
半島部の情景や過疎化、高齢化をモ
チーフに書き上げられました。近藤
さんは「正直、ほっとしました。これ
までと同様、毎日少しずつでも書き
続けていきます」と話しました。

　３月25日、市民会館で津久見市ま
ちづくり講演会が開催されました。
広島県安芸高田市の小田自治振興課
長と辻駒川根振興協議会会長による
講演が行われ、出席者は安芸高田市
の取組やまちづくりについて数多く
質問。有意義な講演会となりました。

　これまでに引き続き、津久見市の
行政相談委員に伊東正一さんが委嘱
されました。伊東さんは、行政に対す
る苦情や要望・意見を住民から受け、
問題解決を図る住民と行政のパイプ
役ですので、お気軽にご相談ください。
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　この４月から、菅原功一郎さんが保戸
島診療所で勤務しています。菅原さんは、
前任の内倉さんから数えて同診療所２人
目の医師。「そこがどこであれ、やるべき
ことを淡 と々やっていきたい」と話しました。

　４月19日、彦岳（標高639ｍ）で山開
きが行われました。山頂では200人の
参加者に登頂証と記念品が渡されたほ
か、登山シーズンの安全を願い、安全
祈願も行われました。

　４月４日と５日の両日、大友公園で
桜まつりスケッチ大会が開催されま
した。表彰式は５月９日（土）、市民図
書館で行われ、併せて作品の展示会も
17日（日）まで同館で開かれる予定です。
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